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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断面がＨ形であるＨ型鋼材の上、下フランジ部外面に木質部材を固着一体化して複合天
井梁を形成し、該複合天井梁を一定間隔をおいて並設するとともに、該複合天井梁の上部
木質部材と下部木質部材とを連結するよう吊木受け固定桟を固定し、該吊木受け固定桟と
隣接する複合天井梁に相対向して設けられた吊木受け固定桟との間に吊り木を架け渡し、
上記複合天井梁と吊り木とからなる断熱材保持空間を形成し、幅方向両側端部に沿ってＶ
字溝を設けた板状断熱材を、該Ｖ字溝を折り曲げた状態で上記断熱材保持空間に圧入、嵌
装してなる天井断熱構造を備え、上記複合天井梁と吊り木とからなるモジュール、かつ、
複数の断熱材保持空間を天井裏面の全体に設け、該断熱材保持空間に板状断熱材を嵌装す
るとともに、該板状断熱材の下方に天井仕上げ材を設けてなる断熱天井であって、上記板
状断熱材は、上記断熱材保持空間に圧入後、元に戻ろうとする復元力が働いて上記板状断
熱材の折り曲げられた両端部が上記吊り木の内側に圧接し、摩擦力によって保持される断
熱天井。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、建築物の断熱構造に関し、特に、一般家屋の天井の裏面に施工され、屋内
の居住環境を良好に保つための天井断熱構造および断熱天井に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅等の建物の壁、天井、床の内部に断熱材を施工することが一般的に行われて
いる。例えば、特開昭５７－１９７３４７号公報には、少なくとも裏面に裏面材を設けた
硬質樹脂発泡体からなる断熱板が開示され、この幅方向両側端から少し内側に９０度以下
の角度のＶ字状溝を形成し、上記両側端部をＶ字状溝に沿って折り曲げ、柱、根太、野縁
などの建物支持枠体の間に装入した後、断熱板の折り曲げ部分と建物支持枠体とを結合さ
せて取り付けることを特徴とする建物の断熱施工方法が開示されている。
【特許文献１】特開昭５７－１９７３４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記技術は、両側端部にＶ字状溝を有する断熱板を折り曲げて建物支持枠体の間に装入
した後、断熱板の折り曲げ部分と建物支持枠体とを結合する方法であり、ビス、釘、接着
等、適宜な固着手段によって結合する工程が含まれている。そのため、天井の裏面等、作
業空間の狭いところ、特に軒端に近いところは、先細に狭くなり作業性が悪いという問題
がある。本願発明は、上記背景技術に鑑みてなしたものであり、その目的は、一般家屋の
天井の裏面に施工され、夏季は高い外気温を遮り、冬季は冷気を防いで室内で結露等の問
題が生じることのないように、低い外気温を断熱して屋内の居住環境を良好に保つことの
できる天井断熱構造およびそれを用いた断熱天井を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本願請求項１に記載の発明に係る天井断熱構造においては
、断面がＨ形であるＨ型鋼材の上、下フランジ部外面に木質部材を固着一体化して複合天
井梁を形成し、該複合天井梁を一定間隔をおいて並設するとともに、該複合天井梁の上部
木質部材と下部木質部材とを連結するよう吊木受け固定桟を固定し、該吊木受け固定桟と
隣接する複合天井梁に相対向して設けられた吊木受け固定桟との間に吊り木を架け渡し、
上記複合天井梁と吊り木とからなる断熱材保持空間を形成し、幅方向両側端部に沿ってＶ
字溝を設けた板状断熱材を、該Ｖ字溝を折り曲げた状態で上記断熱材保持空間に圧入、嵌
装してなることを特徴としている。
【０００５】
　本願請求項１に記載の発明に係る断熱天井においては、上記複合天井梁と吊り木とから
なる同一モジュール、かつ、複数の断熱材保持空間を天井裏面の全体に設け、該断熱材保
持空間に板状断熱材を嵌装するとともに、該板状断熱材の下方に天井仕上げ材を設けてな
る断熱天井であって、上記板状断熱材は、上記断熱材保持空間に圧入後、元に戻ろうとす
る復元力が働いて上記板状断熱材の折り曲げられた両端部が上記吊り木の内側に圧接し、
摩擦力によって保持されることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００６】
　本願請求項１記載の発明にかかる天井断熱構造においては、特に、Ｈ型鋼材と木質部材
を固着一体化してなる複合天井梁を一定間隔をおいて並設するとともに、該複合天井梁の
上部木質部材と下部木質部材とを連結するよう吊木受け固定桟を固定し、該吊木受け固定
桟と隣接する複合天井梁に相対向して設けられた吊木受け固定桟との間に吊り木を架け渡
すことにより、複雑な作業を要することなく、作業性よく複合天井梁と吊り木とからなる
定形の断熱材保持空間を設けることができる。また、上記断熱材保持空間に幅方向両側端
部に沿ってＶ字溝を設けた板状断熱材を、上記Ｖ字溝を中心にして上方に折り曲げ、圧縮
した状態で上記断熱材保持空間に圧入するため、圧入後は元の状態に戻ろうとする復元力
が働いて吊り木の内側に圧接し、摩擦力によって保持され、しっかりと嵌装することがで
きる。
【０００７】
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　このように、板状断熱材自身の復元力よって圧接されるため、圧入後に板状断熱材と天
井裏構造材とを釘、ビス等の固定手段を用いて固着することなく、作業性よく上記板状断
熱材を天井裏構造材に装着することができる。また、板状断熱材を天井軸組内部に体裁よ
く納めることができるとともに、板状断熱材の厚みを増しても他の構造物への影響が少な
く、高性能の断熱仕様にも対応することができる。
【０００８】
　本願請求項１記載の発明に係る断熱天井においては、特に、上記複合天井梁と吊り木と
からなる同一モジュール、かつ、複数の断熱材保持空間を設けることにより、上記断熱材
保持空間に対応する板状断熱材をコンパクトなロットで、かつ、ロットごとの数量を大き
くして製造することができる。そして、大量生産により安価に得られる板状断熱材を用い
て、コスト的に有利に天井裏面の断熱工事を行うことができる。
【０００９】
　また、板状断熱材の下方に天井仕上げ材が設けられているため、万一、板状断熱材が断
熱材保持空間から脱落しても天井仕上げ材によって支持されるため、断熱性に影響を受け
ることなく、断熱効果を発揮することができる。
【００１０】
　さらに、複数の断熱材保持空間が天井裏面の全体に亘って設けられ、各断熱材保持空間
に板状断熱材が嵌装されているため、面積の広い屋根が夏季に日射により熱せられて高温
となっても、高温の外気を遮断し、冬季は冷気を断熱し、室内で結露等の問題が生じるこ
とを防いで、屋内の居住環境を良好に保つことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本願発明にかかる天井断熱構造の実施形態について図面を参照して詳細に説明す
る。図１は、天井軸組工程において、本願発明にかかる複合天井梁Ｂと吊り木４とから構
成される断熱材保持空間Ａを示す説明図である。図１において、上記複合天井梁Ｂは、Ｈ
型鋼材１の上フランジ部１１と下フランジ部１２との各々の外面に上部木質部材２１と下
部木質部材２２とをビス等の固着手段（図示せず）により固着一体化してなり、この複合
天井梁Ｂは一定間隔で並設されている。
【００１２】
　また、図１に示されるように、上記複合天井梁Ｂを構成する上部木質部材２１と下部木
質部材２２とを連結するように２本の桟３１からなる吊木受け固定桟３が該上下各木質部
材２１、２２に固定されている。固定手段は特に限定されず、釘固定、ビス固定、接着剤
による接着等、公知の手段により適宜に固定される。
【００１３】
　上記した複合天井梁Ｂと隣接する複合天井梁Ｂとには上記吊木受け固定桟３が相対向す
るよう設けられ、上記相対向する吊木受け固定桟３どうしの間に吊り木４が架け渡される
。ここで、吊り木４は相互に内法ｄの間隔を設けて架設されている。上記のようにして、
複合天井梁Ｂと吊り木４とから、図１に示すように、矩形の断熱材保持空間Ａが形成され
る。また、上記複合天井梁Ｂを等しい間隔で並設するとともに、吊り木４を一定間隔で架
設することにより、天井の裏面全体に複数の同様なモジュールの断熱材保持空間Ａを設け
ることができる。
【００１４】
　図２は、本願発明にかかる天井断熱構造において用いられる板状断熱材５を示す斜視図
である。板状断熱材５としては、発泡ポリスチレン、発泡ポリウレタン、ビーズ法ポリス
チレン、エポキシフォーム、フェノールフォーム、ポリエチレンフォーム等の硬質合成樹
脂発泡体や高密度のグラスウールマット、ロックウールマット等の単独で板形状形態を保
持する程度の硬さを有するものが用いられる。
【００１５】
　図２に示すように、板状断熱材５の左右側端からやや内側にはＶ字溝５２が設けられて
端部５１、５１が形成され、該両端部５１はＶ字溝５２の谷を中心にして折り曲げ自在と
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されている。このとき、Ｖ字溝５２の谷どうしの間隔ｗは上記吊り木４相互の内法ｄとほ
ぼ等しいかやや大きくされる。通常、上記間隔ｗは内法ｄよりも１～２ｍｍ大きくなるよ
うにＶ字溝５２が刻設される。
【００１６】
　つぎに上記断熱材保持空間Ａに板状断熱材５を嵌装する方法について説明する。図３は
、図１のＸ－Ｘ線に沿う断面で示された断熱材保持空間Ａに板状断熱材５を圧入し、嵌装
する状態を示す説明図である。図３に示すように、上記板状断熱材５は、Ｖ字溝５２の谷
を中心にして左右の端部５１が折り曲げられ、この状態で天井軸組の下方から押し上げ、
断熱材保持空間Ａに嵌装される。ここで、Ｖ字溝５２の谷どうしの間隔ｗは、吊り木４相
互間の内法ｄよりもやや大きくされているため、両端部５１が折り曲げられた板状断熱材
５は上記断熱材保持空間Ａにタイトに圧入される。
【００１７】
　図４は、上記断熱材保持空間Ａに嵌装され、保持された板状断熱材５を示す断面図であ
る。図５は、断熱材保持空間Ａに嵌装され、保持された板状断熱材５を示す斜視図である
。上記したように、板状断熱材５は両端部５１が折り曲げられ、圧縮された状態で断熱材
保持空間Ａに嵌装されるため、嵌装後は元の状態に戻ろうとする復元力が働き、吊り木４
の内側にしっかりと圧接する。このように、単に板状断熱材５は両端部５１を折り曲げて
圧入するのみで、固着することなく断熱材保持空間Ａに嵌装されるため、作業性よく天井
裏構造材に板状断熱材５を装着することができる。
【００１８】
　一方、前述したように、天井の裏面には同様なモジュールの複数の断熱材保持空間Ａが
設けられている。そこで、本願発明においては、上記複数の断熱材保持空間Ａに板状断熱
材５を保持させるとともに、それらの下方に図示しない天井材支持手段により支持された
天井仕上げ材、例えば、石膏ボードが取り付けられる。
【００１９】
　図６は本願発明にかかる断熱天井Ｃを示す部分断面説明図である。図６に示すように、
上記断熱天井Ｃは、断熱材保持空間Ａを天井裏面の全体に設け、板状断熱材５を嵌装する
とともに、複数の板状断熱材５の下方に天井仕上げ材６として石膏ボードを取り付けて構
成される。このようにすることにより、夏季は、面積の広い屋根が日射により熱せられて
高温となっても、天井裏面の全体に亘って設けられた板状断熱材５が断熱し、冬季は冷気
を防いで室内で結露等の問題が生じることのないように、屋内の居住環境を良好に保つこ
とができる。
【００２０】
　以上述べたように、本願発明によれば、断熱性に優れた天井断熱構造および団熱天井を
提供するのみならず、断熱材保持空間Ａのモジュールに対応する板状断熱材５を大量生産
することにより、施工性の向上とともに、施工コストの低減を図ることもできる。なお、
上記実施形態においては、天井仕上げ材として石膏ボードを取り付ける場合について述べ
たが、日本家屋における天井板としてもよい。このように、本願発明は設計変更自在であ
り、特許請求の範囲を逸脱しない限り本願発明の技術的範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本願発明に係る複合天井梁と吊り木とから構成される断熱材保持空間を示す説明
図。
【図２】本願発明にかかる天井断熱構造において用いられる板状断熱材を示す斜視図。
【図３】図１のＸ－Ｘ線に沿う断面で示された断熱材保持空間に板状断熱材を圧入し、嵌
装する状態を示す説明図。
【図４】断熱材保持空間に嵌装され、保持された板状断熱材を示す断面図。
【図５】断熱材保持空間に嵌装され、保持された板状断熱材を示す斜視図。
【図６】本願発明にかかる断熱天井を示す部分断面説明図。
【符号の説明】
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【００２２】
Ａ　　　断熱材保持空間
Ｂ　　　複合天井梁
Ｃ　　　断熱天井
ｄ　　　吊り木相互間の内法
ｗ　　　Ｖ字溝の谷どうしの間隔
１　　　Ｈ型鋼材
１１　　上フランジ部
１２　　下フランジ部
２１　　上部木質部材
２２　　下部木質部材
３　　　吊木受け固定桟
３１　　桟
４　　　吊り木
５　　　板状断熱材
５１　　端部
５２　　Ｖ字溝
６　　　天井仕上げ材

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】
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